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後免のよう．に阜ボ老臥し、しり、も新帝への人口集中が為しいネ瞼ごl宜、一たび象脅  

に見舞われなと、脅牽はゃくの丹野に長篠邑さたし、更にlよ、2次的任螢雪もかき起  

す。又、頚骨地学そ、は、象雪が旨い塊倉ごlも、脅のため檀尊矧こ鹿民の故請や産敷石  

動lて支碑をさたし、これもー碓の脅牽と着えられZいる．   
雪雲とし、う名東が彼のれるょう1こなっkのはゼナ礎石いこと己しま古い．公の功ご  

用いられたのは大正の泉幽からご、曹囲の吐為ゴく才（将に農村）を向上させるため  

lて．いわゅる脅宅間担が政麺の娩ごヒリ上げられ雪喪軒家の地場された．  
一報の人々の間そ・脅蜜ヒし、り吉葉剰如つれわようlこ石ったのlま、これよりごらにめと  

のことごある．田梱の韓丼邑綱べてみると、紹和2？年1畑に出版ごれたものには、  

嗜留ヒし＼り吾集ほ救っZいない．酔軌て蘇っ乙いわ曹垂の定義も時代と共に覆ってい  

るが．如掴発透し、社触應軌てなぁkつれ留層の西風が奄化し′曹卓の彩管  
ボ広絶軋二及ぶよりlこなったため召tあ礼例えば定席免（岩浪）l二よると、啓留の観  
鴫lま次のように奄化していゐ。   

昭和30年 疎密のために軌丁わ農作物などの嶺曹   

Ⅵ晩叫年 象乳頒啓一密輸のたれ女鹿横風泉花札康造物など炸臥ナる  

袖膚   

一かこ今昔の脅ホ碑ぁと、殖脅や戒きだきりによわ長盛魔の開銀、なだれlこよわ席  

遽朔の拶腺など直藤的な敬啓の肥lて′桑軌こ嶺蓼が杷上を窺っているこヒlこよむ彪石  

の利えさ′産直諸動の膵留などの曹による不利益も、あい亀味の専管ごめる．   

頭郎l射掴寮盤路戎が制定されて0＼らは．風の子肇瀬電lこより、■絆窃路線は、大  

中lて増えた．感知封年巨は家督戎が制定され教育・慮外水産・連毅・席息面の車果  

lこ射し風けらの財肋が行われるようになった．これらの尭凍そ象敬啓と東尾さ  
れた商嫡t旛担上の52％z小′金人口りJβガがこの濠脅矧二度んそいる．園の恵曹対策  
経嶺の竹〆（比請塵lまg8〆）が遺路除曹に費されÅ廟の東通秘策の垂客椎がわかな  

そ＿吸廻，地方色諸仏ごも窄くの脅密封訝条例が定められ乙いる．   

曹曹の大きさlま．脅の鼻の絶対的な人きさと′骨の灸激な摘伽に粛休しぞかJ′前  

方lま最孝積脅深′碕為は日韓曹諌て、、ゑわされ礼日ふの最大頗啓発の畝録（風教者）  

をみると、J超」絹晶県酎・lぞ、御伽l．（韓和瓦ヰ2月2‘日）′20価～－も£引仇ご入  

部針ま比直そ忍良しZいる．北森直の最大lふ倶知事のうノウ彿．（日蜘亜卑3月）ノ札健ぞI  

lま柑70れ（紹承＝4年）と丸坤と比べるとほる引こヅい．し勺＼し100β人以上の人口左  

か甘える丸峻の浸水邑禿えると．脅勧ヰ凍はやはり重曹鯛ヒいえる．っざlこ日降雪  

の課さの参乙録星みゐと、I蝕ま畠山県裏目のほ飢凧（8晩2碑2月公田ノ2α牡さ・も  

佗ら飢ヒなっ乙いる。20捉まそ、の中に化繊が4脾あり、最丸ま4鹿のJG血（遠島  
鹿艶礪和宮卑）′凍りの3細よ十終ぞ僚度しZいる．北海垂のイ如か、すいれ乙発達した  
j久乱臣が丸子井犀星地上したときに発足していわ。北路の象軌よ脅の号が比尊慮に  

比べ廊速いに争く′ その頗与を高橋喜平ごんの真書から紹介しよつ。高橋さんは和寒  
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県十日町の林貰試験塊払務そ、、鬼脅観剰の杜革もしてい上がβ絢20年2月2占日には頑  

昏輝が勉与川lて達してし、れ 人々lま尾根の句左・む色や連絡に頼み重ね町のい巨る軒  

に高い1曹の塔楢乍られk．脅の路の薪レ、ものはJ占刑もかノ、これ才丸換宥まっりの大  

雪像て匹敵する，当頭は欄Lま自動鼻が走らなし、ため道路陣風言行われす：人々は踏み  

固まった骨路の上さ歩し、た．この仁めサ折角が連絡から尾叔の上に舞うZ′性教をした  

とか、■適路と軌、ぐい∈参観て郎ヲトかけた、神社の鳥居左きたい子l通ったという  

着えられなし、よう百詫び葛灯れZいる．   

北題適の大智老の例をあげると、そのlつとし7．日召舟抑射2即日の麿種老骨争毅が  
ある・日射落そ鷹逢しり食気圧が嵐綿を席断し、造東海上ぞ傭輝した仁の暴風脅と  

伝った．舷明方面の義昭皐紋が最も親電ガ大きく′竹薮の速壇橡鉄路のうち夏媛ノ躇J  

痩ノ阜基戊碩き覇敗方は老新劇専優ヒなった。属国蜃は、連番矧仰あたり柏略以上  
もあった。尾骨争紋は速車銀牌の頻専のみならす－、人々の及卦て与える彩管は太さし＼  

例えば及閻の聾内照軋ま勿編のこと′衆並己lは女鹿億ち磯の席止、断水′銀行オンラ  

インの膚止．求凍食品の腐敗など、産三石がパ酔いこなる薙倍啓の諦劇て訂する勅響は大  
きくなっている。珂じように′飲温・盈路・俄雪なと一女通席料発直した現代ぞ・は樋に  

対する勧窄も入さくな包確知叫卑2月吉日′日本春の発逢した腰免庇ご直内lま東風脅  

となった。画鋲そ・は嘉8本の列車が五姥足し、違静ぞ，は風塵軋並々ぽワ路線が斤通  

じなった．直中営薇は金直のgにあた訓2拓校．高風ま¢薇が臨画椴ヒなった．囲  
遼12雪線の丸剤丸橋付血ま唆さだまりのため五経度したヰの和ま巨細も盈り．知伯の  

車ヒtら00人の人が車もろとも魯の中に閉じ込められた．金串を載缶するのに谷崎軋  

風連の鯛亀には摘草閻も畢した．   

企画のなだれ争紋の統計によぁと、大正り年から路和女略の蛤年間ぞ・J出展の死者が  

ぬ乙いるが、最止ぞ、は山奥の集落の刹工廠山′林業′水場電ダ卑のエ争竣埼なじ  

山閣率ぞlのふ新藤軌磨の戎ゾ、密度罰衆の沓＆なとにより′ なだれこよる死亡者は滅  

少しZいわ・ちなみに比菊豆さの死真の一各人きレlなだれ争故は躍如占卑射律埼  

の汐象）‥上象り発＠弼ダムエ車線塊そ、なだズ＝こよりj摘の徒弟星出しているがノそ  

れ以後丸窒の死着をぬすなだれは比各適ぞ・は凝姐してい缶し、．しかし山困却の新たな  

通路の閣軋入キー娩の鯛乳登山人口の勅町より以前とは違ったなだれ阜絞が起  

っている．北海直そ、の啓や尽さが原因と考えられる人身車蚊茎踵永由～裏年のd年間  

でlみると色動阜単軌こよるものがド門碑♂最も毀くノ動、戸1見得脅の落下によるもの  

ク手付となっている。焚蜜は進化するといわれているが、昔は曹（こよる由軌単車軌ま、  

脚線と購うなかったもの吠阜の普及fてより激増しkものご、、剋倉醸造の如ヒ  

lこつれ、新た碩奪が起っている．上1てめげた自動車争紋のム与〆は早のスリッフ。ガ療  

寓で、lスlトソプ防止のにめに嘲薄されたスパイクタイヤが直榊撮の頗摘′削られた  

娩じ、んの人体への勧敬頗Tたな礼節司題ヒなっている．自滅現象を人間の都合のょい  

液畑アぇつけ鋸額疎ま尊命ないご1あろう。各鼻Åはt某す・やってき、倭の鼻はあるが  

l卵、1脅も簡る。卑が凍っても裏ヒ恥、ょうなノ見習のをい地方ヒ同じような連濁左官  

むのは終理でl、魯や尽さと東海する負荷が－甚争召lある，止碩、阿垣、え魯ノ射卑ノ粗  

密をめご、lした町づくり遭動が解析れてし、るが、耕尊薇術のカヒ、芝の有礫的、劾卑的  
な三石相互はげる行政面否、の軌が班争そtあ包  
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